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MAPT

MAPT;MAPTL;MTBT1;TAU;Microtubule-associated  protein  tau;Neurofibrillary  tangle
protein;Paired helical filament-tau;PHF-tau
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在:細胞質、細胞質ゾル。細胞膜; 表皮膜タンパク質; 細胞質側。細胞質、細胞骨格。細胞投射、軸索。細胞投射、樹状突起。分泌される。主にニューロンの軸索、細胞質ゾル、および細胞膜成分と関連して存在する(PubMed:10747907)。分泌されることも可能であり、分泌はタンパク質のアンフォールディングに依存し、カーゴ受容体TMED10によって促進され、細胞質からERGIC(小胞体-ゴルジ体中間区画)へのタンパク質転座を引き起こし、続いて小胞への進入および分泌を引き起こす(PubMed:32272059)。...この遺伝子は微小管関連タンパク質タウ(MAPT)をコードし、その転写は複雑で制御された選択的スプライシングを受けて、いくつかのmRNA種を生じます。 MAPT転写産物は、神経系において、ニューロン成熟段階およびニューロンの種類に応じて異なる発現を示す。MAPT遺伝子変異は、アルツハイマー病、ピック病、前頭側頭型認知症、大脳皮質基底核変性症、進行性核上性麻痺など、いくつかの神経変性疾患と関連付けられている。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
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	マウス脳全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をタウウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

